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石石石器器器時時時代代代ののの携携携帯帯帯電電電話話話開開開発発発 そそそののの２２２
国別の移動体通信の歴史と現状

各国別に移動体通信の歴史と現状について説明します.

アメリカ

アメリカの移動体通信の歴史は，１９４７年にＡＴ＆Ｔベル研究所で概念が開発された
ことに始まります.この時，開発されていた概念がＦＤＭＡを使用した，セルラー方式
でした.

この概念の商用サービスに向けての確認試験が開始されたのは１９６２年でした．

その後，連邦通信委員会（ＦＣＣ：Federal Communications Commission）が地上移動
体通信用に新しい無線周波数を確保したのが１９７０年でした．ＡＴ＆Ｔは同年に最初
の移動体通信システムの構築を提案しました．

これがＡＭＰＳ（Advanced Mobile Phone Service）方式で，商用サービスを開始した
のは１９８３年でした．この時最初にサービスが開始された都市はシカゴでした．

ＡＭＰＳ方式ではＦＭ（Frequency Modulation：周波数変調）と呼ばれるアナログ変調
方式を採用していました.

周波数当たりのユーザ収容量を増やし，機器の小型軽量化を目指し，デジタル方式が開
発導入されるようになりました.
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図 1 デジタル変調方式

デジタル方式とはデジタル変調技術を使った方式で音声を一度図 1のようにデジタル
信号に変換（この変換はボコーダと呼ばれます）して送信する方法です．

デジタル方式導入の際，多元接続方式にＴＤＭＡを採用しました.

しかしこの時期，北米におきましてはＡＭＰＳ方式がすでに広く普及してましたので，
デジタル／アナログ・デュアルモード電話としてＩＳ－５４方式のサービスが１９９２
年に始まりました．

しかし，ＡＭＰＳに比べて優位性が少なく，その上、デュアルモードのため小型化が困
難だったためユーザー数の伸びは緩やかでした．

その後，もう一つのデジタル方式として，ＣＤＭＡ方式が開発，導入されました.
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ＣＤＭＡの最初の商用サービスは，ＰＣＳ事業者のプライムコパーソナルコミニケーシ
ョン社が１９９６年に始めました．

携帯電話事業者もカリフォルニア州ロサンゼルスとネバタ州ラスベガスで１９９６年
に商用サービスを始めました．

北米では８００ＭＨｚ帯の周波数を使用する携帯電話サービス（一般にセルラーサービ
スと呼ばれています.）と１．９ＧＨｚ帯を使うＰＣＳ（Personal Communication
Service）があり，地域毎にそれぞれ別の事業者が運営をしています.

ＣＤＭＡ方式は前述の様に携帯電話サービスにもＰＣＳにも採用されていますが，携帯
電話サービスではＣＤＭＡ／アナログデュアルモード，ＰＣＳではＣＤＭＡシングルモ
ードのシステムになっています.

ここまで説明してきたＣＤＭＡ方式は現在CdmaOne1という通称で呼ばれています．また
将来の新しいＣＤＭＡ方式としてWideband-cdmaOneと呼ばれる広帯域のＣＤＭＡ方式
を開発，導入されていく予定といわれています.

欧州

欧州では，スウェーデンで１９８１年にＮＭＴ（Nordic Mobile Telephone）方式で最
初に商用サービスを開始しました．ＮＭＴ方式はＡＭＰＳ同様，多元接続にはＦＤＭＡ
を変調にはアナログ変調を使用しています.

ＮＭＴ方式はスウェーデン，ノルウェー，オランダ，デンマークなどで４５０MHz，９
００MHzの２周波数帯により利用されています．これらの地域は氷や雪に車が閉じ込め
られたときの救援用としても自動車電話が重宝されました。

欧州ではＮＭＴ方式以外のアナログ方式としてはイギリス，イタリア，スペインなどで
採用されているＴＡＣＳ（Total Access Communication System）方式，フランスで採
用されているＲＣ２０００方式，ドイツ，ポルトガルで採用されているＣ－４５０方式
があります．

欧州におけるデジタル方式としてＧＳＭ（Group Speciale Mobile 現在はGlobal System
for Mobile Communication）開発のための作業グループが１９８２年に欧州郵便電気通
信主管庁会議に組織されました．１９８７年には，１８カ国がＧＳＭ技術を採択し，１
９８９年に欧州電気通信標準化機構に移行し，１９９１年からサービス予定でありまし
た．しかしＧＳＭ機器の入手難とローミング時の2課金問題等が発生し予定は延期され，
商用サービスは１９９２年に開始されました．

ＧＳＭ方式はＴＤＭＡを用いたデジタル変調方式でありＩＳ－５４と同じ構成ですが，
システムとしてはまったく異なるシステムになっています.

ＧＳＭ方式は現在，欧州以外にもアジア各国で多く採用され，デジタルセルラー標準と
して一つの地位を確立しています.

アジア

アジアではセルラー電話の先進地域として香港，日本，韓国と現在の普及率は低いです
が総人口から考えて，将来爆発的な需要が見込める中国があります.3

1 1997 年当時、今は進化して cdmaOne EV-DO（日本では cdma win）などと呼ばれてい
る
2 ＧＳＭはその後、進化してＧＰＲＳとなり、その次は日本のドコモ、ソフトバンクと同様
Ｗ－ＣＤＭＡ（３ＧＰＰ）へと移行しています。
3現在の中国は７０％がＧＳＭ、３０％が cdmaOne です。GSM はヨーロッパ資本が、
cdmaOne は韓国資本が大きく影響を与えています。
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香港は，セルラー電話の普及率が高く競争も激しい地域で，アナログ方式，デジタル方
式が多く入り込んでいます.また１９９５年にはアメリカに先駆けＣＤＭＡ方式の商業
サービスを始めています．

香港が採用したＣＤＭＡ方式は北米のＣＤＭＡ（ＩＳ－９５）の方式を元にしたシステ
ムでした.

韓国は，１９８４年からＡＭＰＳ方式の商用サービスを開始しています．また１９９６
年からはＣＤＭＡ方式の商用サービスを開始しました．

韓国も香港と同様にＣＤＭＡ方式は北米のＣＤＭＡ（ＩＳ－９５）の方式を元にしたシ
ステムでした.

このため韓国ではＣＤＭＡ方式のシステムを潤滑に導入するために，基地局，移動局を
製造するメーカー数社が米国クアルコム社からライセンスを受けています．

米国クァルコム社はＩＳ－９５方式のＣＤＭＡの提案会社で，ＩＳ－９５に関わるＣＤ
ＭＡの特許を多数保有しております.



06/12/18 06:39 sekki-2.doc

4/6 06/12/19 01:40

日本の状況

アナログ方式

日本はアジアにおいて技術的先進地域です．日本電信電話公社（現在の日本電信電話株
式会社 以下ＮＴＴとします．）はアメリカより４年早い１９７９年に８００ＭＨｚ帯
の周波数でＦＤＭＡアナログ方式のＮＴＴ方式の商用サービスを開始しました．

１９８５年の電気通信事業法によりＮＴＴが民営化されるまでは日本の自動車電話市
場はＮＴＴが独占していました．

郵政省は，１９８６年にＮＴＴ以外の日本移動通信株式会社と第二電電株式会社をサー
ビス事業者として新規参加を許可し競合を図りました．

日本移動通信株式会社は，関東・中部地区で，第二電電株式会社は関西など関東・中部
地区以外の地域での運用を許可されました．

この時，日本移動通信株式会社は，ＮＴＴ方式で，第二電電株式会社はＪＴＡＣＳ（Japan
Total Access Communications System）方式でサービスを開始しましたが，１９９３年
に日本移動通信株式会社はＮＴＡＣＳ方式（ＮＴＡＣＳ Narrowband-TACS）でもサービ
スを開始しました．ＮＴＡＣＳはＪＴＡＣＳの上位互換性を持っているので，ＪＴＡＣ
Ｓの基地局にも接続することができます.

日本移動通信株式会社のＮＴＡＣＳの導入により日本移動通信株式会社と第二電電株
式会社のローミングが可能になりＮＴＴと同様に日本全国でのサービスが可能となり
ました．

ＰＤＣ

アナログ方式のＮＴＴ方式，ＴＡＣＳ方式に続くデジタル方式として日本ではＰＤＣ
（Personal Digital Cellular）方式が採用され１９９３年に商用サービスが開始され
ました.

ＰＤＣ方式はＴＤＭＡを用いるデジタル変調方式で北米のＩＳ－５４に似たシステム
になっています.ただし日本の場合はアナログとのデュアルモードではなくデジタルだ
けのシングルモードになっています.

郵政省は更に競争による市場拡大のために，１９９４年の端末売り切り制導入時に各地
域に更に２社づつサービスを許可し各地域４社競合となりました．

この時，追加で運用を許可された各地域毎の２社はこれまでの移動体通信に使われてい
た８００ＭＨｚの周波数帯ではなく，１．５ＧＨｚの周波数帯が割り当てられました.

１９９４年の端末売り切り制導入を契機に，事業者間，端末メーカ間に競争原理が働き，
新規加入者数の増加には目を見張る動きがありました．

１９７９年の商用サービス開始以来１９９４年３月まで１５年間で２００万台強にな
った累計台数が１９９５年３月には４００万台強，さらに１９９６年３月には１，００
０万台強になっています.

この急速な増加は規制緩和によるよい例としてよく引用されます.

ＰＤＣ方式は，１９９５年に９６００ｂｐｓのデータ通信の商用サービス開始しモバイ
ルユーザーの期待に答えました．

同じく１９９５年にはチャネル数増加の為に音声のデジタル化の効率を倍にしたハー
フレート方式のサービスを開始しました.

これまでのフルレートは１周波数当たり３ユーザ収容可能でした．ハーフレートでは１
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周波数当たり６ユーザ収容可能となります．従ってハーフレートは同じ周波数帯域でフ
ルレートの２倍のユーザを収容することができます.

ＰＨＳ

日本においては米国のＰＣＳ同様，携帯電話とは別にＰＨＳ（Personal Handyphone
System 第二世代コードレス電話システム）があります.

ＰＨＳは１９９５年にはじまった商用サービスで，１．９ＧＨｚの周波数帯を使い，Ｔ
ＤＭＡ-ＴＤＤ（TDMA-Time Division Duplex）と呼ばれる上りと下りに同じ周波数を使
う方式を採用しています.ＰＨＳとＰＤＣの仕様の比較を表 1に示します.

表 1 ＰＤＣ-ＰＨＳ比較

PDC PHS
使用周波数 ８００ＭＨｚ帯 １．９ＧＨｚ帯
多元接続方式 ＴＤＭＡ ＴＤＭＡ－ＴＤＤ
音声転送レート １１．２ＫＢＰＳ／５．６ＫＢＰＳ３２ＫＢＰＳ
送信電力 ８００ｍＷ １０ｍＷ

ＰＨＳは音声のデジタル化を低圧縮方式に，出力電力も低くし，端末を廉価で供給でき
るようなシステムになっています.

１０ｍＷの送信電力にしたためＰＤＣよりはるかに小さいマイクロセルのシステムに
なっており，廉価な基地局を多数設置するという思想に基づきシステム仕様が定義され
ています.この思想に従った形でＰＨＳの基地局は実際に電柱や電話ボックスに多く設
置されています.

ここでこれまで説明してきたＴＤＭＡ方式の各国の比較を表 2に示します.

表 2 ＴＤＭＡ方式比較

方式名 PDC PHS GSM IS-54
帯域幅 ２５KHz 300KHz ２００KHz ３０KHz
チャネル数 ６ *1 ４ ８ ３

搬送波
携帯電話
＞基地局

８１０～８２６MHz
１４２９～１４５３MHz １８９５～１９１８NHz ８９０～９１５ ８２４～８４９

周波数
基地局＞
携帯電話

９４０～９５６MHz
１４７７～１５０１MHz ９３５～９６０ ８６９～８９４

変調方式 π／４シフトQPSK π／４シフトQPSK GMSK π／４シフトQPSK
音声コーデック VSELP/PSI-CELP ADPCM RPE-LTE VSELP
＊１：ハーフレート方式の場合，フルレート方式の場合は３チャネル
VSELP：Vsector Sum Excited Linear Prediction
PSI-CELP:Picth Synchronous Innovation-Code Excited Linear Prediction
RPE-LTE：Regular Pulse Excitation Long Term Prediction

ＣＤＭＡ方式

日本でも北米同様ＣＤＭＡの導入の動きはあります.日本の場合はどの方式を選択する
かの判断は各事業者毎に行なわれます.その中で北米と同様のCdmaOneを選択する事業
者とＮＴＴドコモ（日本電信電話株式会社から１９９２年に分離独立）が中心に開発を
進めているＷ－ＣＤＭＡ方式を選択する事業者に分かれています.
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ＩＭＴ－２０００

ＦＤＭＡ，ＴＤＭＡ，ＣＤＭＡと各国において変遷してきた歴史について説明しましたが，
これらの各国内の動きとは別に２１世紀に向けて全世界の移動体通信方式を標準化しよう
という動きがあります.4この動きはＩＴＵ（International Telecommunication Union 国際
電気通信連合）が中心になって１９８５年にＦＰＭＬＴＳ（Future Public Mobile
Telecommunication Systems）として標準化作業が開始されました.

その後１９９２年に周波数割り当てを決定，１９９８年６月に各国からの提案受付を締め切
り，１９９９年１２月にＩＭＴ－２０００（International Mobile Telecommunication-2000
ＦＰＭＬＴＳから改称）の仕様書をまとめることになっています.

ＩＭＴ－２０００に対して各国が提案する方式としては日本，欧州，米国を中心にした三つ
に分かれています．日本と欧州は日本が提唱するＷ－ＣＤＭＡとＥＴＳＩ（Europian
Telecommunication Standard Institute）が提唱するＴＤ－ＣＤＭＡの併用の仕様を共同で，
米国はWideband-CdmaOneを

表 3の様に提案する予定です．

表 3 IMT-2000提案

日本／欧州 米国
方式名 W-CDMA TD-CDMA Wideband-cdmaOne
多元接続技術 CDMA CDMA/TDMA CDMA
搬送波周波数間隔 １．２５／５／１０／１５／２０MHz １．６MHz １．２５／５ＭＨｚ

ベースバンド信号変調方式ＱＰＳＫ（下り）／ＢＰＳＫ（上り）
ＱＰＳＫ（３８４Ｋｂｉｔ／Ｓ以下）
１６値ＱＡＭ（３８４Ｋｂｉｔ／Ｓ以上） ＱＰＳＫ（下り）／ＢＰＳＫ（上り）

ＱＰＳＫ：Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ Ｐｈａｓｅ Ｓｈｉｆｔ Ｋｅｙｉｎｇ
ＢＰＳＫ：Ｂｉｎａｒｙ Ｐｈａｓｅ Ｓｈｉｆｔ Ｋｅｙｉｎｇ

データ通信

電子メール，インターネットが世の中に広く普及してきており，移動体通信の分野でもモバ
イルコンピューティングと呼ばれ話題になっています.

ＰＤＣをはじめとする各デジタル方式ではデータ通信との親和性を最大限に生かすサービ
スとして高速データ転送が実現されています．その仕様を表 4に示します.

表 4 データ通信

ＰＤＣ ＧＳＭ ＩＳ－５４
回線交換型 ９．６Ｋ ６４Ｋ ６４Ｋ
パケット交換型２８．８Ｋ １１５．２Ｋ １１５．２Ｋ
単位はＢＰＳ（Bit Per Second)
GSM,IS-54は予定も含む

まとめ

ここまで移動体通信の歴史，現状といった一般的なことについて説明しました．

次回からはこの非常にホットな移動体通信がどのような技術によって支えられているか？
について説明していく予定です.

4 1997 年当時の状況


